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は
じ
め
に

明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
に
懐
徳
堂
が
閉
鎖
さ
れ
た
後
、
本

庄
村
（
現
在
の
大
阪
市
北
区
）
に
移
り
住
ん
だ
懐
徳
堂
最
後
の

預
人
・
中
井
桐
園
が
明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
）
に
没
す
る
と
、

桐
園
の
子
・
中
井
木
菟
麻
呂
が
中
井
家
の
当
主
と
な
っ
た
。
木

菟
麻
呂
は
懐
徳
堂
に
住
ん
で
い
た
時
か
ら
、
懐
徳
堂
最
後
の
教

授
で
あ
る
外
祖
父
の
並
河
寒
泉
や
桐
園
に
漢
学
を
学
ん
で
い
た

が
、
明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）
に
正
教
に
入
信
し
、
そ
の
後

日
本
に
お
け
る
正
教
布
教
の
中
心
人
物
で
あ
る
ニ
コ
ラ
イ
主
教

（
後
に
大
主
教
）
に
見
出
さ
れ
て
、
明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）

に
家
族
を
伴
い
上
京
し
た
。
近
代
化
が
進
む
中
、
懐
徳
堂
の

学
舎
は
失
わ
れ（
注
１
）、
歴
代
学
主
を
務
め
た
中
井
家
も
大
阪
を

離
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
江
戸
時
代
に
大
坂
の
教
学
を

百
四
十
年
余
り
担
っ
た
大
坂
学
問
所
・
懐
徳
堂
の
存
在
は
、
明

治
も
後
半
に
入
る
と
、
大
阪
の
人
々
の
記
憶
か
ら
次
第
に
消
え

て
い
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
が
、
周
知
の
通
り
明
治
四
十
年
代
に
入
る
と
、
西
村

時
彦
ら
を
中
心
に
大
阪
人
文
会
・
懐
徳
堂
記
念
会
に
よ
る
懐
徳

堂
顕
彰
運
動
が
勃
興
し
、
大
き
く
展
開
し
た
。
こ
れ
よ
り
前
、

明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）
に
木
菟
麻
呂
が
懐
徳
堂
・
水
哉

館
の
再
興
を
計
画
し
た
が
、
失
敗
に
終
わ
っ
て
い
る（
注
２
）。
懐

徳
堂
の
閉
鎖
か
ら
顕
彰
運
動
が
勃
興
す
る
ま
で
の
間
、
こ
の
木

菟
麻
呂
の
計
画
の
他
に
、
特
に
懐
徳
堂
を
高
く
評
価
す
る
動
き

は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
た
め
、
明
治
末
の
懐
徳

堂
顕
彰
運
動
の
勃
興
は
、
あ
た
か
も
俄
に
湧
き
上
が
っ
た
も
の

で
あ
る
か
の
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る（
注
３
）。

し
か
し
、
私
見
で
は
、
懐
徳
堂
顕
彰
運
動
の
勃
興
前
に
存
在

重
野
安
繹
と
中
井
木
菟
麻
呂 

―『
黄
裳
斎
日
記
』を
中
心
に
―竹

　
田
　
健
　
二

や
は
り
、
万
感
の
思
い
が
こ
の
結
語
に
現
れ
た
と
も
考
え
ら
れ

る
。
西
村
織
部
丞
の
子
孫
と
い
う
宿
命
を
背
負
っ
て
種
子
島
に

生
ま
れ
た
天
囚
は
、
こ
の
碑
文
の
完
成
に
よ
り
、
先
祖
と
郷
里

の
顕
彰
と
い
う
大
き
な
悲
願
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
。

【
附
記
】
草
稿
Ａ
・
Ｂ
の
写
真
掲
載
に
つ
い
て
は
、
種
子
島
開

発
総
合
セ
ン
タ
ー
（
鉄
砲
館
）
の
ご
許
可
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
現
地
で
継
続
し
て
進
め
て
い
る
資
料
調
査
に
つ
い
て
は
、

西
村
貞
則
氏
、
西
之
表
市
、
鉄
砲
館
の
各
位
よ
り
、
格
別
の
ご

高
配
・
ご
教
示
を
賜
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

（
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
教
授
）
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重
野
安
繹
日
下
寛
植
松
彰
河
田
羆
寺
田
弘
三
浦
十
郎
及
姓

名
ヲ
聞
キ
漏
ラ
シ
シ
人
一
名
并
セ
テ
七
名
ナ
リ
共
ニ
重
野

氏
ノ
率
ヒ
来
リ
シ
人
々
ナ
リ
河
田
氏
ハ
一
斎
先
生
ノ
外
孫

ナ
ル
由
嘗
テ
中
井
敬
所
翁
ノ
家
ニ
於
テ
相
見
タ
ル
コ
ト
ア

リ
及
佐
藤
司
祭
ナ
リ
觀
覧
ニ
供
セ
シ
者
ハ
遺
著
類
法
帖
類

掛
軸
類
草
稿
マ
ク
リ
ノ
類
ナ
リ
重
野
氏
ハ
幽
人
先
生
ノ
猿

島
復
讐
圖
幅
ヲ
携
ヘ
来
ラ
レ
タ
リ
是
丹
波
ノ
人
某
ガ
大
坂

ニ
於
テ
購
ヒ
シ
所
ニ
シ
テ
圖
畫
并
ニ
賛
頗
ル
家
藏
ノ
幅
ニ

類
セ
リ
圖
中
ニ
賛
ヲ
間
書
セ
ル
コ
ト
ニ
ヨ
リ
テ
考
フ
レ
バ

是
嘗
テ
華
翁
先
生
ニ
聞
キ
シ
所
ノ
懐
徳
書
院
ニ
鑑
定
ヲ
請

ヒ
来
リ
シ
者
ナ
リ
今
ニ
シ
テ
之
ヲ
見
ル
コ
ト
ヲ
得
タ
ル
ハ

頗
ル
奇
遇
ノ
感
ア
リ
函
盍
ハ
蕉
園
先
生
ノ
手
跡
ナ
リ
余
之

ヲ
写
サ
ン
コ
ト
ヲ
請
ヒ
タ
レ
バ
重
野
氏
ハ
之
ヲ
置
キ
テ
帰

ラ
レ
タ
リ
席
上
寺
田
氏
ノ
語
ル
所
ニ
ヨ
レ
バ
戰
國
策
ノ
雕

題
本
ハ
今
近
藤
元
粹
氏
ノ
藏
ス
ル
所
ト
ナ
リ
離
騷
ノ
雕
題

本
ハ
京
都
ノ
秦
某
氏
之
ヲ
藏
セ
リ
ト
云
フ
余
之
ヲ
聞
キ
テ

殊
ニ
楚
辞
ノ
雕
題
本
ヲ
得
ン
コ
ト
ヲ
希
望
セ
リ
秦
氏
ハ
既

ニ
没
シ
テ
今
遺
屬
ノ
手
ニ
帰
セ
シ
ナ
ル
ベ
シ
ト
云
フ
六
時

前
帰
ラ
レ
タ
リ

（
明
治
三
十
年
三
月
二
十
七
日
付
）

こ
の
日
重
野
は
、
懐
徳
堂
の
「
先
哲
ノ
圖
書
ヲ
見
ン
ガ
為

ニ
」、
日
下
寛
・
植
松
彰
・
河
田
羆
・
寺
田
弘
・
三
浦
十
郎
、

及
び
氏
名
不
詳
の
一
名
と
共
に
、
木
菟
麻
呂
を
訪
問
し
た
。
そ

こ
で
木
菟
麻
呂
は
、
彼
ら
と
正
教
会
の
佐
藤
司
祭
と
に
対
し
て
、

中
井
家
の
所
蔵
す
る
「
遺
著
類
法
帖
類
掛
軸
類
草
稿
マ
ク
リ
ノ

類
」
を
「
觀
覧
ニ
供
」
し
た
。

こ
の
時
重
野
が
、
ど
の
よ
う
な
意
図
で
懐
徳
堂
の
「
先
哲
ノ

圖
書
ヲ
見
」
よ
う
と
し
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
木
菟
麻
呂
は
何

も
触
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
時
重
野
が
「
幽
人
先
生
ノ

猿
島
復
讐
圖
幅
ヲ
携
ヘ
来
」
た
こ
と（
注
６
）、
ま
た
重
野
に
同
行

し
た
寺
田
弘
が
中
井
履
軒
の
著
し
た
雕
題
類
に
関
す
る
情
報
に

つ
い
て
「
戰
國
策
ノ
雕
題
本
ハ
今
近
藤
元
粹
氏
ノ
藏
ス
ル
所
ト

ナ
リ
離
騷
ノ
雕
題
本
ハ
京
都
ノ
秦
某
氏
之
ヲ
藏
セ
リ
」
と
語
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
重
野
ら
は
特
に
履
軒
に
つ
い
て
興

味
を
持
っ
て
い
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
重
野
は
、

履
軒
関
係
資
料
の
実
見
を
主
な
目
的
と
し
て
木
菟
麻
呂
を
訪
問

し
た
可
能
性
が
高
い
と
推
測
さ
れ
る
。

な
お
、
こ
の
時
の
重
野
の
訪
問
に
は
、
当
初
木
村
香
雨
・
熊

谷
謙
吉
の
二
人
も
同
行
す
る
予
定
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、

五
日
後
の
四
月
一
日
付
『
黄
裳
斎
日
記
』
の
記
述
か
ら
確
認
で

き
る
。往

来　

一
日
木
雨
○
（
中
略
）
午
后
四
時
過
ヨ
リ
木
村
香

雨
氏
熊
谷
謙
吉
相
携
ヘ
テ
来
レ
リ
（
中
略
）

雜
事　

本
日
熊
谷
氏
等
ノ
来
ラ
レ
シ
ハ
去
ル
廿
七
日
重
野

氏
等
ト
共
ニ
来
ル
コ
ト
ヲ
得
ザ
リ
シ
ニ
ヨ
リ
テ
余
ガ
佐
藤

司
祭
ヲ
以
テ
之
ヲ
招
キ
シ
ニ
ヨ
ル
ナ
リ
木
村
氏
ハ
先
ヅ
竹

山
先
生
ノ
遺
印
ヲ
見
ン
コ
ト
ヲ
請
ヒ
テ
其
大
印
十
餘
顆
ヲ

押
シ
他
ハ
後
日
ヲ
約
シ
テ
帰
ラ
レ
タ
リ
熊
谷
氏
ハ
殊
ニ
萬

し
た
懐
徳
堂
を
評
価
す
る
動
き
と
し
て
、
明
治
三
十
年
代
に
重

野
安や

す

繹つ
ぐ

（
号
は
成
斎
）
と
幸
田
成
友
と
が
そ
れ
ぞ
れ
木
菟
麻
呂

と
接
触
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
幸
田
に
つ
い

て
は
、
既
に
前
稿
で
述
べ
た
よ
う
に
、『
大
阪
市
史
』
編
纂
に

際
し
て
懐
徳
堂
に
注
目
し
た
幸
田
が
、
そ
の
資
料
を
求
め
て
明

治
三
十
五
年
（
一
九
〇
二
）
以
降
重
ね
て
木
菟
麻
呂
と
接
触
し
、

そ
の
結
果
中
井
家
所
蔵
資
料
の
写
本
が
大
阪
に
も
た
ら
さ
れ
た
。

そ
し
て
そ
れ
ら
は
、
大
阪
人
文
会
会
員
の
大
田
源
之
助
を
介
し

て
西
村
時
彦
に
伝
え
ら
れ
て
、
西
村
の
『
懐
徳
堂
考
』
上
巻
執

筆
に
活
用
さ
れ
た（
注
４
）。

重
野
は
鹿
児
島
の
出
身
で
、
藩
校
の
造
士
館
と
江
戸
の
昌
平

黌
で
学
び
、
東
京
帝
国
大
学
教
授
、
ま
た
日
本
で
初
め
て
の
文

学
博
士
と
な
っ
た
人
物
で
あ
る
。
明
治
四
十
一
年（
一
九
〇
八
）

六
月
二
十
三
日
、
中
井
家
の
祖
先
で
あ
る
甃
庵
・
竹
山
・
蕉
園

の
三
人
を
祭
る
祭
典
を
大
阪
で
挙
行
す
る
こ
と
を
企
画
し
た
木

菟
麻
呂
が
、
重
野
の
自
宅
を
訪
問
し
て
協
力
を
求
め
た
際
、
重

野
は
賛
同
し
て
、
大
阪
朝
日
新
聞
に
勤
め
る
西
村
を
紹
介
し
た
。

そ
の
二
ヶ
月
後
の
同
年
八
月
、
木
菟
麻
呂
が
大
阪
に
お
い
て
西

村
と
面
談
し
た
こ
と
が
、
そ
の
後
の
懐
徳
堂
顕
彰
運
動
の
勃
興
、

す
な
わ
ち
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）
一
月
の
大
阪
人
文
会

に
お
け
る
西
村
の
講
演
等
に
結
び
付
く
起
点
と
な
っ
た
こ
と
は

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
木
菟
麻
呂
が
「
追
懐
遺
事
三
篇
」（『
懐

徳
』
第
二
号
〔
懐
徳
堂
同
友
会
、
一
九
二
五
年
〕
所
収
）
に
お

い
て
、
明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）
の
重
野
と
の
面
談
に
触

れ
て
い
る
の
も
、
こ
の
時
の
重
野
と
の
面
談
が
懐
徳
堂
顕
彰
運

動
勃
興
に
お
い
て
重
要
で
あ
っ
た
と
の
認
識
が
あ
っ
た
た
め
で

あ
ろ
う
。

し
か
し
、
実
は
重
野
と
木
菟
麻
呂
と
は
、
そ
れ
以
前
に
も
接

触
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
三
月
、

重
野
は
木
菟
麻
呂
を
訪
問
し
、
中
井
家
所
蔵
の
懐
徳
堂
関
係
資

料
を
実
見
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
管
見
の
限
り
、
こ
の
時
の
両

者
の
接
触
に
つ
い
て
注
目
し
た
先
行
研
究
は
な
い
が
、
懐
徳
堂

文
庫
・
新
田
文
庫
資
料
の
一
つ
で
あ
る
木
菟
麻
呂
の
日
記
『
黄

裳
斎
日
記
』
に
は
、
二
人
の
最
初
の
接
触
に
つ
い
て
の
記
述
が

あ
る（
注
５
）。

そ
こ
で
小
論
で
は
、
懐
徳
堂
顕
彰
運
動
は
如
何
に
し
て
勃
興

し
た
の
か
と
の
問
題
意
識
か
ら
、『
黄
裳
斎
日
記
』
の
記
述
を

中
心
と
し
て
、
明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
に
お
け
る
重
野
と

木
菟
麻
呂
と
の
最
初
の
接
触
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
。

一　
『
黄
裳
斎
日
記
』
の
記
述

明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
に
重
野
が
木
菟
麻
呂
を
訪
問
し

た
こ
と
に
つ
い
て
、三
月
二
十
七
日
付
の
木
菟
麻
呂
の
日
記『
黄

裳
斎
日
記
』
に
、
以
下
の
通
り
記
述
さ
れ
て
い
る
。

往
来　

廿
七
日
土
雨
（
中
略
）
○
午
后
重
野
氏
他
四
名
并

佐
藤
司
祭
ハ
預
約
ノ
如
ク
来
ラ
レ
タ
リ
頃
ク
シ
テ
二
人
来

レ
リ
（
中
略
）

雜
事　

本
日
午
后
先
哲
ノ
圖
書
ヲ
見
ン
ガ
為
ニ
来
リ
シ
ハ
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熊
谷
は
石
庵
の
『
紫
煙
帖
』・『
緩
歩
帖
』・『
襄
陽
帖
』
を
木
菟

麻
呂
の
自
宅
で
実
見
し
た
が
、
そ
も
そ
も
書
籍
で
は
な
い
竹
山

の
印
に
つ
い
て
「
懐
徳
堂
遺
編
目
録
」
に
は
記
載
が
無
く
、
ま

た
石
庵
の
『
紫
煙
帖
』・『
緩
歩
帖
』・『
襄
陽
帖
』
も
記
載
さ
れ

て
い
な
い
。こ
の
た
め
、重
野
ら
に
は「
懐
徳
堂
遺
編
目
録
」・「
水

哉
館
遺
編
目
録
」
以
外
に
も
中
井
家
所
蔵
資
料
に
関
す
る
情
報

源
が
別
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る（
注　 
10
）。

二　

重
野
に
対
す
る
木
菟
麻
呂
の
期
待

前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
三
月
二
十
七
日
の
訪
問
の
際
、
重

野
は
履
軒
の
「
猿
島
復
讐
圖
幅
」
を
持
参
し
て
お
り
、
木
菟
麻

呂
が
そ
の
図
の
臨
写
を
希
望
す
る
と
、
重
野
は
「
之
ヲ
置
キ
テ

帰
」
っ
た
。
木
菟
麻
呂
は
四
月
四
日
に
臨
写
を
終
え
る
と
、
翌

五
日
、図
を
重
野
に
返
却
し
て
い
る
の
だ
が
、木
菟
麻
呂
は
『
黄

裳
斎
日
記
』
に
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
記
し
て

い
る
。往

来　

四
日
日
晴
○
（
中
略
）

雜
事　

廿
七
日
重
野
氏
ガ
携
ヘ
ラ
レ
タ
ル
解
子
伐
袁
一
幅

其
後
雙
鉤
臨
寫
シ
テ
本
日
其
業
ヲ
卒
ヘ
タ
リ
共
ニ
二
部
ヲ

寫
セ
リ
其
一
ハ
重
野
氏
ニ
呈
セ
ン
ガ
為
ニ
之
ヲ
作
レ
リ

（
明
治
三
十
年
四
月
四
日
付
）

往
来　

五
日
月
晴
○
（
中
略
）
午
后
大
越
氏
ニ
如
キ
後
重

野
氏
ニ
如
ク
（
中
略
）

雜
事　

午
后
重
野
氏
ニ
如
キ
テ
解
子
伐
袁
幅
ヲ
返
璧
セ
リ

重
野
氏
ハ
前
日
ノ
遺
書
展
觀
ノ
事
ヲ
謝
シ
テ
遺
稿
上
梓
ノ

コ
ト
ヲ
勸
メ
ラ
レ
タ
リ
余
ハ
是
多
年
ノ
希
望
ナ
ル
趣
ヲ
述

ベ
テ
共
ニ
謀
ル
ベ
キ
書
肆
ナ
キ
事
ヲ
告
ゲ
タ
ル
ニ
氏
ハ
之

ヲ
紹
介
ス
ベ
キ
事
ヲ
約
セ
ラ
レ
タ
リ
遺
書
上
梓
ノ
事
或
ハ

之
ニ
ヨ
リ
テ
緒
ヲ
開
ク
ヲ
得
ン
カ
又
萬
年
先
生
ノ
事
ヨ
リ

其
門
人
ニ
シ
テ
懐
徳
書
院
建
立
ニ
力
ヲ
尽
セ
シ
天
王
寺
屋

吉
右
衛
門
ノ
事
ニ
及
ビ
氏
ハ
其
著
ナ
ル
出
定
後
語
ヲ
示
サ

レ
タ
リ
冨

（
マ
マ
）
永
仲
基
ハ
則
天
王
寺
屋
ノ
事
ナ
リ
其
年
代
ヲ

考
フ
ル
ニ
懐
徳
書
院
創
立
ノ
後
二
十
年
ニ
ア
リ
其
頃
仲
基

ハ
佛
門
ニ
帰
シ
テ
萬
年
先
生
ノ
怒
ヲ
被
リ
タ
リ
ト
云
フ
此

書
漢
文
ヲ
以
テ
佛
教
ノ
事
ヲ
論
ジ
タ
リ
余
始
メ
テ
其
學
識

ニ
富
メ
ル
事
ヲ
知
レ
リ

（
明
治
三
十
年
四
月
五
日
付
）

こ
こ
で
先
ず
注
目
さ
れ
る
点
は
、
重
野
が
木
菟
麻
呂
に
対
し

て
、
中
井
家
所
蔵
の
懐
徳
堂
関
係
遺
書
の
出
版
を
進
め
た
点
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
木
菟
麻
呂
が
「
猿
島
復
讐
圖
幅
」
を
重
野

に
返
却
す
る
と
、
重
野
は
三
月
の
遺
書
の
実
見
に
つ
い
て
礼
を

述
べ
る
と
と
も
に
、
そ
の
出
版
を
木
菟
麻
呂
に
勧
め
た
。
こ
れ

に
対
し
て
木
菟
麻
呂
が
、
遺
書
の
出
版
は
自
ら
の
「
多
年
ノ
希

望
」
で
あ
る
が
、
自
分
に
は
そ
の
出
版
に
つ
い
て
「
共
ニ
謀
ル

ベ
キ
書
肆
」
が
な
い
と
答
え
る
と
、
重
野
は
「
之
ヲ
紹
介
ス
ベ

キ
事
ヲ
約
セ
ラ
レ
」
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
重
野
の
約

束
に
つ
い
て
木
菟
麻
呂
は
、「
遺
書
上
梓
ノ
事
或
ハ
之
ニ
ヨ
リ

年
先
生
ノ
紫
煙
帖
及
緩
歩
帖
襄
陽
帖
ヲ
開
キ
テ
感
嘆
措
カ

ザ
リ
キ
萬
年
先
生
ノ
名
古
来
洽
ク
傳
ラ
ズ
其
書
亦
甚
ダ
稀

ナ
リ
此
ヲ
以
テ
是
等
ノ
遺
墨
ヲ
見
ル
者
ハ
何
人
モ
拍
手
驚

嘆
セ
ザ
ル
コ
ト
ナ
シ
余
此
ニ
於
テ
之
ヲ
公
ニ
シ
テ
萬
年
先

生
ノ
名
ヲ
百
餘
年
ノ
後
ニ
播
揚
セ
ン
コ
ト
ヲ
切
望
セ
リ
幸

ニ
紫
煙
帖
ノ
木
版
ハ
大
和
淡
輪
氏
ニ
預
キ
ヲ
キ
タ
レ
バ
時

ヲ
得
テ
之
ヲ
取
リ
世
ニ
公
ニ
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ベ
シ

（
明
治
三
十
年
四
月
一
日
付
）

重
野
が
訪
問
し
た
五
日
後
、
四
月
一
日
に
木
菟
麻
呂
を
訪
問

し
た
木
村
は
、
竹
山
の
印
を
実
見
し
て
「
大
印
十
餘
顆
ヲ
押
シ

他
ハ
後
日
ヲ
約
シ
テ
帰
」
り
、
ま
た
熊
谷
は
三
宅
石
庵
の
『
紫

煙
帖
』・『
緩
歩
帖
』・『
襄
陽
帖
』
を
実
見
し
た（
注
７
）。
資
料
の

実
見
に
訪
れ
た
者
た
ち
の
関
心
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
っ
て
い

た
こ
と
が
窺
え
る（
注
８
）。

こ
の
『
黄
裳
斎
日
記
』
の
記
述
に
お
い
て
注
目
さ
れ
る
点
は
、

木
菟
麻
呂
が
石
庵
の
遺
墨
に
つ
い
て
、
石
庵
の
名
は
世
に
知
ら

れ
て
い
な
い
が
、
そ
の
遺
墨
を
実
見
し
た
人
は
、
熊
谷
が
そ
う

で
あ
っ
た
よ
う
に
「
何
人
モ
拍
手
驚
嘆
セ
ザ
ル
コ
ト
ナ
シ
」
と

非
常
に
高
く
評
価
す
る
、
そ
こ
で
「
余
此
ニ
於
テ
之
ヲ
公
ニ
シ

テ
萬
年
先
生
ノ
名
ヲ
百
餘
年
ノ
後
ニ
播
揚
セ
ン
コ
ト
ヲ
切
望
」

す
る
、
と
述
べ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
記
述
は
、
木
菟
麻
呂

が
中
井
家
の
み
の
再
興
を
願
っ
て
い
た
訳
で
は
な
く
、
石
庵
ら

を
含
む
懐
徳
堂
全
体
に
対
す
る
社
会
的
評
価
の
向
上
を
強
く
望

ん
で
い
た
こ
と
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
こ
で
留
意
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
木
菟
麻

呂
が
懐
徳
堂
関
係
の
遺
書
類
を
所
蔵
し
て
い
る
こ
と
を
、
重
野

ら
が
ど
う
や
っ
て
知
っ
た
の
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
こ

と
に
つ
い
て
、『
黄
裳
斎
日
記
』
に
は
特
に
記
述
が
な
く
、
重

野
ら
が
中
井
家
の
所
蔵
す
る
懐
徳
堂
関
係
資
料
の
存
在
を
知
っ

た
経
緯
等
は
不
明
で
あ
る
。

私
見
で
は
、
木
菟
麻
呂
が
明
治
二
十
五
年
（
一
八
九
二
）

十
一
月
に
博
文
館
か
ら
中
井
履
軒
の
『
百
首
贅
贅
』
を
出
版
し

た
際
、
そ
の
巻
末
に
付
し
た
「
懐
徳
堂
遺
編
目
録
」
と
「
水
哉

館
遺
編
目
録
」
と
が
、
中
井
家
所
蔵
資
料
の
存
在
を
重
野
ら
が

知
る
手
が
か
り
と
な
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。「
懐
徳
堂
遺
編
目

録
」
は
懐
徳
堂
で
活
躍
し
た
三
宅
石
庵
・
五
井
蘭
洲
・
中
井
竹

山
・
中
井
蕉
園
・
中
井
碩
果
の
遺
著
に
つ
い
て
、
ま
た
「
水
哉

館
遺
編
目
録
」
は
中
井
履
軒
の
遺
著
に
つ
い
て
、
い
ず
れ
も
木

菟
麻
呂
が
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
両
目
録
は
、
明
治
二
十
年

代
半
ば
以
降
に
お
い
て
、
木
菟
麻
呂
以
外
の
人
が
懐
徳
堂
や
水

哉
館
に
関
係
す
る
資
料
に
つ
い
て
知
る
上
で
、
極
め
て
貴
重
な

情
報
源
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
西
村
時
彦

が
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）
二
月
七
日
か
ら
同
月
二
十
七

日
に
か
け
て
、
大
阪
朝
日
新
聞
に
連
載
し
た
「
懐
徳
堂
研
究
其

一
」（
最
終
回
に
「
懐
徳
堂
考
上
巻
」
と
改
題
）
の
中
で
、「
石

菴
の
學
問
著
述
」・「
甃
庵
の
學
術
性
行
」・「
蘭
洲
の
著
書
」
の

箇
所
で
「
懐
徳
堂
遺
編
目
録
」
に
言
及
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も

首
肯
さ
れ
よ
う（
注
９
）。

も
っ
と
も
、
前
述
の
通
り
四
月
一
日
に
木
村
は
竹
山
の
印
を
、
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前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
四
月

五
日
に
重
野
は
木
菟
麻
呂
に
、
中
井
家
所
蔵
の
懐
徳
堂
関
係
遺

書
を
出
版
す
る
出
版
社
を
「
紹
介
ス
ベ
キ
事
ヲ
約
」
し
た
。
こ

の
約
束
を
聞
い
た
木
菟
麻
呂
は
、「
多
年
ノ
希
望
」
で
あ
る
遺

書
の
出
版
、
ひ
い
て
は
懐
徳
堂
・
水
哉
館
の
再
興
が
実
現
に
向

け
て
動
き
出
す
可
能
性
が
あ
る
と
受
け
止
め
、
大
い
に
期
待
を

高
め
る
と
と
も
に
、
重
野
と
の
関
係
を
継
続
し
、
で
き
れ
ば
一

層
強
く
す
る
必
要
の
あ
る
こ
と
を
痛
感
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、『
黄
裳
斎
日
記
』
に
は
、
こ
の
後
数
ヶ
月

間
両
者
の
交
流
に
関
す
る
記
述
が
な
い
。
出
版
社
の
紹
介
に
関

し
て
、
重
野
か
ら
の
具
体
的
な
連
絡
が
届
く
こ
と
は
な
か
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

年
が
改
ま
っ
て
明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）
二
月
、
木
菟

麻
呂
の
も
と
へ
、
重
野
の
古
稀
を
祝
う
寿
宴
へ
の
招
待
が
届
い

た
。『
黄
裳
斎
日
記
』
に
は
、
そ
の
招
待
に
つ
い
て
以
下
の
よ

う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

雜
事
（
中
略
）
向
島
ヨ
リ
帰
リ
シ
時
一
封
書
ノ
机
上
ニ
ア

ル
ヲ
見
タ
リ
是
三
月
廿
七
日
ヲ
以
テ
重
野
博
士
七
■
（
一

字
不
明
）
壽
讌
ヲ
紅
葉
館
ニ
催
ス
擧
ア
ル
ニ
ヨ
リ
其
発
起

人
惣
代
三
浦
安
小
牧
昌
業
、
西
徳
次
郎
、
墨
川
良
年
四
氏

ノ
名
ヲ
以
テ
賛
成
ヲ
求
メ
来
リ
シ
ナ
リ
余
モ
甚
ダ
臨
席
セ

ン
コ
ト
ヲ
欲
シ
且
先
ニ
管
野
氏
ノ
壽
讌
ニ
贈
リ
タ
ル
如
キ

顔
真
卿
壽
字
大
幅
ヲ
贈
ラ
ン
コ
ト
ヲ
望
メ
リ

（
明
治
三
十
一
年
二
月
二
十
六
日
付
）

明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）
二
月
二
十
六
日
、
重
野
の
古

稀
を
祝
う
会
へ
の
招
待
状
を
受
け
取
っ
た
木
菟
麻
呂
は
、「
甚

ダ
臨
席
セ
ン
コ
ト
ヲ
欲
シ
」、
ま
た
「
顔
真
卿
壽
字
大
幅
ヲ
贈
」

る
こ
と
計
画
し
た
。
木
菟
麻
呂
は
、
重
野
と
の
関
係
が
よ
り
深

ま
る
こ
と
、
直
接
に
は
お
そ
ら
く
、
出
版
社
を
紹
介
す
る
と
の

前
約
を
重
野
に
思
い
起
こ
さ
せ
、
そ
の
履
行
を
促
す
こ
と
を
意

図
し
、
重
野
の
寿
宴
へ
の
参
加
と
、
記
念
の
書
の
贈
呈
を
決
め

た
と
推
測
さ
れ
る
。

実
は
こ
の
九
日
前
の
二
月
十
八
日
、
懐
徳
堂
の
復
興
を
願

う
木
菟
麻
呂
を
大
い
に
落
胆
さ
せ
る
知
ら
せ
が
あ
っ
た
。
山

階
宮
晃
親
王
の
死
去
で
あ
る（
注　 
11
）。
山
階
宮
は
明
治
元
年

（
一
八
六
八
）
の
春
、
閉
鎖
の
危
機
に
瀕
し
て
い
た
懐
徳
堂
を

突
如
訪
問
し
て
お
り
、
明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）、
木
菟
麻

呂
は
山
階
宮
の
古
稀
の
寿
宴
の
際
に
、
明
治
元
年
の
懐
徳
堂
訪

問
へ
の
感
謝
と
共
に
懐
徳
堂
再
興
の
希
望
と
を
述
べ
る
書
を
山

階
宮
に
献
上
し
、「
拝
謁
を
賜
」
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
時
山
階

宮
は
、「
予
は
汝
の
志
を
嘉
み
す
、
若
再
興
の
計
畫
で
も
で
き

た
な
ら
ば
、
何
時
で
も
申
出
で
よ
、
一
臂
の
力
を
假
す
と
い
ふ

ほ
ど
の
事
は
で
き
な
い
だ
ら
う
け
れ
ど
も
、
應
分
の
事
は
し
て

遣
す
」
と
木
菟
麻
呂
に
語
っ
た
と
い
う（
注　 
12
）。
懐
徳
堂
復
興

の
希
望
を
支
え
る
存
在
で
あ
っ
た
山
階
宮
の
死
去
は
、
木
菟
麻

呂
に
大
き
な
打
撃
を
も
た
ら
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
う
し
た
と
こ
ろ
に
舞
い
込
ん
で
き
た
重
野
の
寿
宴
へ
の
招

待
状
が
、
木
菟
麻
呂
に
山
階
宮
の
寿
宴
を
想
起
さ
せ
た
か
ど
う

テ
緒
ヲ
開
ク
ヲ
得
ン
カ
」
と
記
し
て
お
り
、
重
野
の
言
葉
に
非

常
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

ま
た
、
木
菟
麻
呂
が
「
猿
島
復
讐
圖
幅
」
を
重
野
に
返
却
す

る
際
に
、
臨
写
し
た
一
部
を
重
野
に
寄
贈
し
て
い
る
点
も
注
目

さ
れ
る
。
そ
も
そ
も
三
月
に
重
野
が
訪
問
し
た
時
に
、
木
菟
麻

呂
が
「
猿
島
復
讐
圖
幅
」
を
借
り
受
け
た
の
は
、
こ
の
図
と
そ

の
賛
と
が
「
頗
ル
家
藏
ノ
幅
ニ
類
」
し
、
ま
た
「
函
盍
ハ
蕉
園

先
生
ノ
手
跡
」
で
あ
り
、「
嘗
テ
華
翁
先
生
ニ
聞
キ
シ
所
ノ
懐

徳
書
院
ニ
鑑
定
ヲ
請
ヒ
来
リ
シ
者
」
が
持
参
し
た
こ
と
が
あ
る

も
の
と
考
え
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、「
今
ニ
シ
テ
之
ヲ
見
ル
コ
ト

ヲ
得
タ
ル
ハ
頗
ル
奇
遇
ノ
感
」
が
あ
る
と
、
木
菟
麻
呂
自
身
が

強
い
興
味
を
抱
い
た
こ
と
に
よ
る
。
従
っ
て
、
木
菟
麻
呂
が
重

野
か
ら
借
用
し
て
臨
写
し
、
そ
の
臨
写
し
た
図
を
自
ら
所
蔵
し

よ
う
と
し
た
こ
と
は
、
至
極
自
然
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
木
菟
麻
呂
は
何
故
重
野
の
図
を
二
部
臨
写
し
、
一
部

を
重
野
に
贈
呈
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。『
黄
裳
斎
日
記
』
の
記

述
を
見
る
限
り
、
重
野
が
そ
う
す
る
こ
と
を
求
め
た
た
め
と
は

考
え
難
く
、
臨
写
し
た
一
部
を
重
野
に
寄
贈
す
る
こ
と
は
、
木

菟
麻
呂
の
自
発
的
な
行
為
と
考
え
ら
れ
る
。

あ
く
ま
で
も
憶
測
に
止
ま
る
が
、
木
菟
麻
呂
が
臨
写
し
た
図

を
重
野
に
贈
呈
し
た
の
は
、
借
用
の
申
し
入
れ
に
無
償
で
応
じ

て
く
れ
た
重
野
に
対
し
て
謝
意
を
示
す
た
め
で
あ
り
、
ま
た
同

時
に
、
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
重
野
と
の
関
係
を
よ
り
強
固

に
す
る
た
め
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

前
述
の
通
り
、
木
菟
麻
呂
は
明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）

に
懐
徳
堂
・
水
哉
館
の
再
興
を
計
画
し
た
が
、
計
画
に
賛
同
し

て
協
力
す
る
有
力
者
を
得
る
こ
と
が
で
き
ず
に
失
敗
に
終
わ
っ

た
。
経
済
力
に
乏
し
い
木
菟
麻
呂
に
と
っ
て
、
念
願
で
あ
る
懐

徳
堂
・
水
哉
館
の
再
興
を
実
現
す
る
に
は
、
有
力
者
の
協
力
を

得
る
こ
と
が
不
可
欠
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
木
菟
麻
呂
が
重
野
の

中
井
家
所
蔵
資
料
の
実
見
に
つ
い
て
、
複
数
の
同
伴
者
を
引
き

連
れ
て
来
る
こ
と
を
含
め
て
快
く
受
け
入
れ
て
い
る
の
も
、
有

力
者
と
の
関
係
を
築
く
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
た

め
と
推
測
さ
れ
る
。
木
菟
麻
呂
が
頼
ま
れ
も
し
な
い
の
に
「
解

子
伐
袁
幅
」
を
臨
写
し
て
重
野
に
寄
贈
し
た
の
も
、
或
い
は
そ

も
そ
も
重
野
に
「
解
子
伐
袁
幅
」
の
借
用
を
申
し
出
た
の
も
、

社
会
的
地
位
を
有
す
る
重
野
と
の
関
係
を
重
視
し
た
た
め
で
あ

る
可
能
性
が
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

な
お
、木
菟
麻
呂
が
重
野
を
訪
問
し
た
際
の
『
黄
裳
斎
日
記
』

の
記
述
の
中
で
、
富
永
仲
基
の
『
出
定
後
語
』
に
つ
い
て
、
木

菟
麻
呂
が
「
余
始
メ
テ
其
學
識
ニ
富
メ
ル
事
ヲ
知
レ
リ
」
と
記

し
て
い
る
点
は
興
味
深
い
。
仲
基
の
存
在
自
体
は
木
菟
麻
呂
も

知
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
が
、そ
の
学
問
や
著
書
『
出
定
後
語
』

等
に
関
し
て
は
詳
し
く
は
知
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ

と
は
、
木
菟
麻
呂
の
懐
徳
堂
に
関
す
る
理
解
や
関
心
が
、
仲
基

ら
懐
徳
堂
の
門
人
ま
で
に
は
十
分
及
ん
で
は
い
な
か
っ
た
こ
と

を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

三　

重
野
の
寿
宴
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雜
事　

本
日
ハ
預
定
ノ
如
ク
午
後
二
時
ヨ
リ
芝
山
紅
葉
館

ニ
於
テ
重
野
博
士
ノ
古
稀
壽
讌
ヲ
開
カ
ル
ゝ
ニ
付
同
時
刻

ニ
参
館
セ
リ
同
館
玄
關
ニ
ハ
壽
讌
事
務
員
等
兩
側
ニ
整
列

シ
テ
來
賓
ヲ
迎
ヘ
其
次
ノ
間
ニ
ハ
同
ジ
ク
係
員
机
案
ヲ
陳

ネ
テ
壽
讌
ニ
關
ス
ル
事
務
ヲ
取
レ
リ
此
所
ニ
於
テ
刺
ヲ
通

ジ
テ
會
費
金
貳
円
五
拾
錢
ヲ
出
シ
開
會
次
第
ノ
摺
物
并
ニ

列
席
ノ
室
名
符
ヲ
渡
サ
ル
余
ハ
亀
ノ
間
ナ
リ
キ
次
ギ
テ
館

後
ナ
ル
能
楽
堂
ニ
導
カ
ル
此
所
ニ
於
テ
ハ
席
ニ
就
キ
テ
後

一
時
間
餘
ニ
シ
テ
狂
言
二
番
ア
リ
二
人
袴
及
千
鳥
ナ
リ
終

リ
テ
後
重
野
博
士
ハ
壽
讌
惣
代
四
名
ニ
導
カ
レ
テ
舞
臺
ニ

進
マ
レ
惣
代
博
士
ニ
對
シ
テ
本
日
開
會
ノ
旨
ヲ
口
述
シ
博

士
ハ
諸
氏
ノ
厚
意
ヲ
感
謝
ス
ル
旨
ヲ
述
ベ
且
簡
短
ニ
其
蒲

柳
ノ
質
ニ
シ
テ
善
ク
此
壽
ヲ
保
チ
タ
ル
ハ
全
ク
平
素
攝
生

法
ニ
注
意
ス
ル
ガ
故
ナ
レ
バ
此
ニ
於
テ
諸
氏
ニ
報
ユ
ル
ガ

為
聊
カ
長
壽
ヲ
保
タ
ン
諸
方
ヲ
勸
ム
ル
ト
ノ
コ
ト
又
爾
後

八
十
才
ニ
至
ル
マ
デ
ニ
全
世
界
漫
遊
ヲ
遂
ケ
ン
コ
ト
ヲ
目

的
ト
ス
ル
ガ
故
ニ
合
セ
テ
諸
氏
ノ
助
力
ア
ラ
ン
コ
ト
ヲ
請

フ
旨
ヲ
述
ベ
ラ
レ
其
レ
ヨ
リ
能
楽
堂
ヲ
出
デ
ゝ
本
館
ニ
就

ゲ（
マ
マ
）ハ
庭
前
ナ
ル
芝
山
ニ
於
テ
日
比
野
組
ノ
少
年
剣
舞
數
番

ア
リ
頗
ル
雄
壮
ナ
リ
キ
其
前
陸
軍
軍
楽
隊
間
斷
ナ
ク
奏
楽

セ
リ
之
ヨ
リ
館
ノ
一
室
ニ
就
キ
テ
寄
送
品
ノ
陳
列
シ
タ
ル

ヲ
見
ソ
レ
ヨ
リ
會
塲
ナ
ル
亀
ノ
間
ノ
定
席
ニ
就
ケ
リ
諸
賓

既
ニ
坐
ニ
ア
リ
酒
饍
既
ニ
備
レ
リ
席
定
マ
リ
シ
時
博
士
来

リ
テ
惣
代
壽
盃
ヲ
献
ゼ
シ
由
ナ
レ
ド
モ
余
ノ
坐
ニ
就
ク
コ

ト
遲
カ
リ
シ
為
其
時
ニ
後
レ
タ
リ
此
席
ニ
ハ
百
餘
名
列
席

セ
リ
楼
上
ナ
ル
鶴
ノ
間
及
松
ノ
間
ニ
モ
百
餘
名
ア
ル
ヲ
見

タ
リ
其
他
ノ
室
ニ
ハ
往
カ
ザ
レ
バ
知
ル
ヲ
得
ザ
レ
ド
モ
來

賓
四
五
百
ヲ
下
ラ
ザ
ル
ベ
シ
或
ハ
千
名
内
外
ナ
リ
ト
モ
云

フ
席
上
ニ
ハ
各
室
共
ニ
諸
氏
ヨ
リ
送
ラ
レ
タ
ル
文
詩
ノ
幅

ヲ
掲
ゲ
タ
リ
余
ノ
贈
リ
シ
壽
字
幅
ハ
鶴
ノ
間
ノ
壁
間
ニ
ア

ル
ヲ
見
タ
リ
八
時
頃
ヨ
リ
諸
賓
漸
次
ニ
退
散
シ
八
時
半
頃

余
モ
亦
館
ヲ
去
レ
リ
此
夜
席
上
ニ
於
テ
博
士
ハ
箱
入
ノ
錫

製
盃
一
個
ヲ
贈
ラ
レ
タ
リ
中
ニ
丙
申
元
亘

（
マ
マ
）〔
旦
〕
ノ
詩
ヲ

記
セ
リ

（
明
治
三
十
一
年
三
月
二
十
七
日
付
）

『
黄
裳
斎
日
記
』
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
芝
山
紅
葉
館
を
会
場

に
開
催
さ
れ
た
重
野
の
寿
宴
は
実
に
盛
大
で
あ
り
、
そ
の
参
加

者
数
は
「
四
五
百
ヲ
下
ラ
ザ
ル
ベ
シ
或
ハ
千
名
内
外
ナ
リ
ト
モ

云
フ
」
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
紅
葉
館
の
能
楽
堂
で
は
狂
言
が
、
ま

た
庭
で
は
少
年
剣
舞
が
演
じ
ら
れ
、
陸
軍
軍
楽
隊
に
よ
る
演
奏

も
絶
え
間
な
く
行
わ
れ
た
。

そ
う
し
た
中
で
木
菟
麻
呂
は
、
重
野
に
近
づ
く
こ
と
す
ら
で

き
な
か
っ
た
よ
う
で
、『
黄
裳
斎
日
記
』
に
は
重
野
と
の
接
触

や
会
話
は
ま
っ
た
く
記
述
さ
れ
て
い
な
い（
注　 
13
）。
先
に
述
べ

た
よ
う
に
、
木
菟
麻
呂
は
お
そ
ら
く
、
重
野
に
対
し
て
出
版
社

の
紹
介
に
つ
い
て
問
い
た
だ
し
、
も
し
も
進
捗
が
な
い
の
で
あ

れ
ば
、
重
野
に
具
体
的
な
行
動
を
促
す
こ
と
を
期
し
て
い
た
と

推
測
さ
れ
る
。
し
か
し
、
木
菟
麻
呂
は
重
野
と
直
接
話
す
機
会

か
は
分
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
懐
徳
堂
の
再
興
を
実
現
す
る
上

で
の
希
望
は
今
や
重
野
と
の
関
係
を
措
い
て
他
に
は
無
く
、
ま

た
重
野
の
寿
宴
へ
の
出
席
は
、
未
だ
具
体
的
な
進
展
を
見
て
い

な
い
遺
書
の
出
版
を
実
現
さ
せ
る
た
め
の
絶
好
の
機
会
で
あ
る

と
、
木
菟
麻
呂
は
意
識
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。『
黄
裳
斎
日
記
』

に
は
、
木
菟
麻
呂
が
重
野
に
贈
呈
す
る
「
壽
字
大
幅
」
等
の
作

成
に
力
を
注
い
だ
こ
と
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て

い
る
。雜

事
（
中
略
）
重
野
博
士
ヲ
壽
ス
ル
文
詩
ヲ
草
セ
ン
ト
欲

ス
ル
ニ
ヨ
ル

（
明
治
三
十
一
年
三
月
十
二
日
付
）

雜
事　

重
野
氏
壽
宴
ニ
寄
贈
ス
ベ
キ
掛
軸
并
壽
章
送
呈
ノ

儀
ニ
付
使
ヲ
重
野
氏
ノ
宅
ニ
遣
シ
テ
書
ヲ
植
松
氏
ニ
送
リ

以
テ
之
ヲ
照
會
セ
シ
ニ
植
松
氏
復
書
ヲ
与
ヘ
テ
之
ニ
答
ヘ

タ
リ

（
明
治
三
十
一
年
三
月
十
九
日
付
）

雜
事　

本
日
午
後
重
野
博
士
ニ
呈
ス
ベ
キ
擬
大
雅
麛
奕
七

章
ヲ
認
ム
既
ニ
二
葉
ヲ
書
シ
テ
未
ダ
成
ラ
ザ
リ
シ
ガ
薄
暮

主
教
ヨ
リ
便
ア
リ
テ
明
朝
ヨ
リ
翻
訳
ノ
業
ニ
就
カ
ン
コ
ト

ヲ
報
ジ
来
リ
シ
ニ
ヨ
リ
今
夜
深
更
ニ
及
ビ
テ
モ
認
メ
終
ラ

ン
ト
欲
シ
タ
レ
ド
モ
體
倦
ミ
タ
レ
バ
其
意
ノ
如
ク
ナ
ル
能

ハ
ザ
ル
ヲ
察
シ
テ
此
夜
ハ
筆
ヲ
止
メ
テ
寝
ニ
ツ
ケ
リ
明
一

日
ヲ
以
テ
書
シ
終
ラ
ン
ト
預
期
セ
シ
ニ
今
一
兩
日
ノ
間
ニ

至
リ
テ
業
務
ヲ
繼
續
ス
ル
ニ
至
リ
シ
コ
ト
頗
ル
余
ガ
心
ヲ

痛
刺
セ
リ
然
レ
ド
モ
之
モ
亦
止
ム
ヲ
得
ザ
ル
ナ
リ

（
明
治
三
十
一
年
三
月
二
十
四
日
付
）

雜
事　

擬
大
雅
ヲ
書
ス
ル
ニ
ハ
本
日
午
後
ヲ
除
キ
テ
他
ニ

其
時
日
ヲ
存
セ
ザ
ル
ニ
ヨ
リ
全
ク
此
半
日
ヲ
費
シ
テ
二
通

ヲ
書
シ
了
リ
其
善
キ
者
ヲ
撰
ビ
テ
一
ヲ
我
家
ニ
留
ム
ル
コ

ト
ト
ナ
セ
リ
初
ハ
時
ノ
足
ラ
ザ
ル
ヲ
憂
ヒ
タ
リ
ト
雖
幸
ニ

之
ヲ
認
メ
終
リ
シ
ハ
喜
ブ
ベ
シ

（
明
治
三
十
一
年
三
月
二
十
五
日
付
）

雜
事　

昨
日
認
メ
タ
ル
擬
大
雅
ヲ
今
朝
表
具
師
ニ
携
ヘ
ユ

キ
テ
裏
ヲ
打
タ
ン
コ
ト
ヲ
命
ジ
タ
ル
ニ
午
後
既
ニ
成
リ
先

ニ
命
ジ
タ
リ
シ
壽
字
幅
モ
既
ニ
成
リ
タ
レ
バ
共
ニ
之
ヲ
送

リ
来
レ
リ
依
リ
テ
書
ヲ
添
ヘ
テ
薄
暮
之
ヲ
重
野
氏
ニ
贈
レ

リ
壽
字
幅
ノ
大
サ
ハ
之
ヲ
展
ベ
テ
三
疊
ニ
滿
チ
タ
リ
擬
大

雅
ハ
藤
紙
聯
落
ニ
横
書
セ
シ
ナ
リ

（
明
治
三
十
一
年
三
月
二
十
六
日
付
）

木
菟
麻
呂
は
、
ニ
コ
ラ
イ
主
教
と
共
に
、
正
教
関
係
の
祈
祷

書
類
の
翻
訳
に
取
り
組
ん
で
い
た
。
そ
の
業
務
の
隙
間
を
ぬ
っ

て
重
野
に
贈
呈
す
る
作
品
を
作
成
す
る
こ
と
は
、
か
な
り
困
難

な
こ
と
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
そ
れ
で
も
木
菟
麻
呂
は
「
擬

大
雅
麛
奕
七
章
」
の
詩
と
そ
の
書
、
及
び
「
壽
字
幅
」
を
完
成

さ
せ
て
、
辛
う
じ
て
寿
宴
の
前
日
に
重
野
に
贈
呈
し
た
の
で
あ

る
。木

菟
麻
呂
の
『
黄
裳
斎
日
記
』
に
は
、
寿
宴
当
日
の
模
様
に

つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
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の
最
初
の
接
触
は
、
直
ち
に
懐
徳
堂
顕
彰
運
動
を
始
動
さ
せ
る

に
は
至
ら
な
か
っ
た
が
、
明
治
三
十
年
代
に
お
い
て
懐
徳
堂
を

評
価
し
た
動
き
の
一
つ
で
あ
り
、
後
に
懐
徳
堂
顕
彰
運
動
が
勃

興
す
る
伏
線
と
な
っ
た
出
来
事
と
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

注
（
１
）　

中
井
木
菟
麻
呂
「
己
巳
残
愁
録
」（『
懐
徳
』
第
十
号
、

一
九
三
二
年
）
に
よ
れ
ば
、
中
井
家
は
懐
徳
堂
閉
鎖
の
際
、

そ
の
土
地
建
物
を
「
油
掛
町
の
天
満
屋
善
九
郎
に
金
參
百

両
に
て
讓
り
渡
」
し
た
。
そ
の
後
懐
徳
堂
の
建
物
は
、「
多

年
間
、
元
形
の
ま
ゝ
に
て
空
屋
と
な
つ
て
ゐ
た
が
、
そ
れ

か
ら
逸
見
氏
の
手
に
渡
り
、
門
牆
を
壞
ち
て
長
屋
を
建
て
、

講
堂
其
他
は
元
形
の
儘
區
劃
を
施
し
て
、
借
屋
と
な
つ
て

ゐ
た
。
其
後
の
消
息
は
聞
か
な
か
つ
た
が
、
何
年
頃
に
か

全
部
を
取
り
毀
ち
て
、
今
の
煉
瓦
造
の
高
屋
を
見
る
や
う

に
な
つ
た
」
と
い
う
。

（
２
）　

木
菟
麻
呂
は
明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）
に
『
重
建

懐
徳
堂
意
見
』
と
『
重
建
水
哉
館
意
見
』
と
を
印
刷
し
て

関
係
者
に
配
布
し
た
が
、
再
建
は
実
現
し
な
か
っ
た
。
北

崎
豊
二
「
中
井
木
菟
麻
呂
の
水
哉
館
再
興
計
画
―
昭
和
初

年
の
場
合
―
」（『
懐
徳
』
第
六
十
八
号
、
二
〇
〇
〇
年
）

参
照
。

（
３
）　

懐
徳
堂
顕
彰
運
動
の
展
開
し
た
経
緯
に
関
し
て
、「
懐

徳
堂
復
興
小
史
（
懐
徳
堂
記
念
会
記
事
鈔
録
）」（
再
刊
本

『
懐
徳
堂
考
』〔
財
団
法
人
懐
徳
堂
記
念
会
、
大
正
十
四
年

（
一
九
二
五
）
十
一
月
発
行
〕
所
収
）
に
は
、「
懷
德
堂
學

徒
離
散
、
弦
誦
の
聲
を
絶
つ
こ
と
四
十
年
に
し
て
、
天
運

循
環
し
來
り
、
復
興
の
氣
運
は
茲
に
復
た
開
け
ぬ
。
而
し

て
實
に
其
の
端
を
大
阪
人
文
會
に
發
せ
り
。」
と
述
べ
ら

れ
て
い
る
だ
け
で
、
懐
徳
堂
の
閉
鎖
か
ら
大
阪
人
文
会
の

活
動
ま
で
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
木
村

英
一
「
今
日
の
懐
徳
堂
記
念
会
」（『
懐
徳
堂
の
過
去
と
現

在
』〔
財
団
法
人
懐
徳
堂
記
念
会
、
一
九
七
九
年
〕
所
収
）

は
、
懐
徳
堂
の
閉
鎖
か
ら
記
念
会
成
立
を
中
絶
時
代
と
位

置
付
け
る
が
、
記
念
会
成
立
に
向
け
た
大
阪
人
文
会
な
ど

の
懐
徳
堂
の
顕
彰
の
動
き
が
起
こ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て

「
期
せ
ず
し
て
懐
徳
堂
に
対
す
る
追
憶
が
発
生
し
た
」
と

述
べ
る
の
み
で
、
そ
の
発
生
前
の
中
絶
時
代
に
つ
い
て
は

触
れ
て
い
な
い
。
脇
田
修
・
岸
田
知
子
『
懐
徳
堂
と
そ
の

人
び
と
』（
大
阪
大
学
出
版
会
、一
九
九
七
年
）第
五
章「
近

代
で
の
復
興
」
も
同
様
で
あ
る
。
拙
著
『
市
民
大
学
の
誕

生
―
大
坂
学
問
所
懐
徳
堂
の
再
興
―
』（
大
阪
大
学
出
版

会
、
二
〇
一
〇
年
）
参
照
。

（
４
）　

拙
稿
「『
懐
徳
堂
纂
録
』
と
そ
の
成
立
過
程
」（『
中
国

研
究
集
刊
』
第
五
十
八
号
、
二
〇
一
四
年
）、
及
び
「『
懐

徳
堂
記
録
拾
遺
』
と
「
懐
徳
堂
記
録
」」（『「
観
光
・
言

語
・
文
学
」
国
際
学
術
研
討
会
論
文
集
』〔
台
湾
・
国
立

高
雄
餐
旅
大
学
応
用
日
語
系
〕、
二
〇
一
四
年
）、「
西
村

天
囚
の
五
井
蘭
洲
研
究
と
『
懐
徳
堂
記
録
』」（『
懐
徳
堂

研
究
』
第
七
号
、
二
〇
一
六
年
）、「
西
村
天
囚
の
五
井
蘭

を
得
る
こ
と
が
で
き
ず
、
盛
大
な
寿
宴
に
「
會
費
金
貳
円
五
拾

錢
」
を
支
払
っ
て
参
列
し
た
、
数
百
名
の
中
の
一
出
席
者
に
終

わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
と
な
っ
た（
注　 
14
）。

木
菟
麻
呂
の
日
記
『
黄
裳
斎
日
記
』
及
び
『
秋
霧
記
』
の
記

述
を
見
る
限
り
、
こ
の
寿
宴
以
後
、
中
井
家
所
蔵
の
遺
書
の
出

版
に
関
し
て
、
重
野
か
ら
木
菟
麻
呂
に
何
ら
か
の
情
報
等
が
も

た
ら
さ
れ
た
こ
と
は
、
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
重
野
に

よ
る
出
版
社
の
紹
介
は
な
か
っ
た
可
能
性
が
高
く
、
結
局
遺
書

出
版
の
話
は
こ
の
時
実
現
し
な
か
っ
た
。
重
野
は
木
菟
麻
呂
に

対
し
て
、
遺
書
を
実
見
し
た
上
で
出
版
を
勧
め
た
の
で
あ
る
か

ら
、
中
井
家
所
蔵
の
遺
書
が
有
す
る
価
値
を
認
め
て
は
い
た
と

考
え
ら
れ
る
の
だ
が
、
出
版
社
を
「
紹
介
ス
ベ
キ
事
ヲ
約
」
し

た
の
は
、
重
野
に
す
れ
ば
所
謂
社
交
辞
令
の
類
だ
っ
た
の
か
も

し
れ
な
い（
注　 
15
）。

お
わ
り
に

以
上
述
べ
た
よ
う
に
、
明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
四
月
、

懐
徳
堂
関
係
遺
書
の
出
版
を
め
ぐ
っ
て
重
野
安
繹
は
、
中
井
木

菟
麻
呂
に
対
し
て
出
版
社
の
紹
介
を
約
束
し
た
も
の
の
、
結
局

そ
の
約
束
を
果
た
さ
な
か
っ
た
。
前
述
の
通
り
、
木
菟
麻
呂
は

明
治
二
十
五
年
（
一
八
九
二
）
に
中
井
履
軒
の
『
百
首
贅
贅
』

を
出
版
す
る
な
ど
、
家
蔵
の
懐
徳
堂
関
係
遺
書
の
出
版
に
心
を

砕
い
て
い
た
が
、
資
産
の
無
い
木
菟
麻
呂
に
出
版
す
る
こ
と
が

で
き
た
の
は
、
一
部
の
資
料
に
限
ら
れ
て
い
た
。
懐
徳
堂
関
係

遺
書
の
出
版
が
進
展
し
た
の
は
、
周
知
の
通
り
、
明
治
四
十
四

年
（
一
九
一
一
）
十
月
に
懐
徳
堂
記
念
会
が
懐
徳
堂
記
念
祭
の

挙
行
と
あ
わ
せ
て
行
っ
た
記
念
出
版
に
よ
る（
注　 
16
）。

そ
れ
で
は
、
明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
の
春
に
重
野
と
木

菟
麻
呂
と
が
接
触
し
た
こ
と
は
、
後
の
懐
徳
堂
顕
彰
運
動
と

ま
っ
た
く
無
関
係
で
あ
っ
た
か
と
い
え
ば
、
そ
う
で
は
な
か
ろ

う
。
先
述
の
通
り
、
明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）
六
月
に
木

菟
麻
呂
が
重
野
を
訪
問
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
と
し
て
西
村
時

彦
と
木
菟
麻
呂
と
の
面
談
が
実
現
し
、
そ
し
て
そ
れ
が
懐
徳
堂

顕
彰
運
動
の
勃
興
へ
と
進
展
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
明
治

四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）
の
木
菟
麻
呂
と
重
野
と
の
面
談
は
、

明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
に
既
に
二
人
が
接
触
し
て
い
た
か

ら
こ
そ
実
現
し
た
と
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
時
木
菟
麻
呂

は
、
出
版
社
を
紹
介
す
る
と
の
約
束
を
反
故
に
さ
れ
た
わ
け
だ

が
、
懐
徳
堂
の
再
興
を
夢
見
る
木
菟
麻
呂
が
頼
る
こ
と
の
で
き

る
有
力
者
は
そ
も
そ
も
限
ら
れ
て
お
り
、
中
井
家
所
蔵
資
料
を

実
見
す
る
た
め
に
中
井
家
を
訪
れ
て
直
接
会
っ
た
重
野
は
、
木

菟
麻
呂
に
と
っ
て
貴
重
な
存
在
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
だ
か

ら
こ
そ
明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）
に
木
菟
麻
呂
は
、
重
野

を
訪
問
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
に
重
野
が
中
井
家
所
蔵

遺
書
を
実
見
し
た
際
、
複
数
の
同
行
者
を
伴
っ
て
い
た
こ
と
は
、

そ
の
後
懐
徳
堂
関
係
遺
書
の
存
在
に
関
す
る
情
報
が
複
数
の
経

路
を
経
て
東
京
の
学
術
界
の
関
係
者
に
広
ま
る
き
っ
か
け
と

な
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る（
注　 
17
）。
重
野
と
木
菟
麻
呂
と
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て
西
村
は
、
木
菟
麻
呂
に
資
料
の
提
供
を
一
切
求
め
て
い

な
い
。
ま
た
東
京
の
木
菟
麻
呂
は
、
そ
も
そ
も
そ
の
連
載

の
開
始
を
当
初
知
ら
な
か
っ
た
。
西
村
は
『
懐
徳
堂
考
』

上
巻
の
連
載
終
了
直
後
の
同
年
二
月
二
十
八
日
、
上
京
し

て
木
菟
麻
呂
と
二
度
目
の
面
談
を
行
い
、
そ
の
際
に
『
懐

徳
堂
考
』
下
巻
の
執
筆
に
用
い
る
資
料
の
提
供
を
依
頼
し

た
。
依
頼
を
受
け
た
木
菟
麻
呂
は
『
懐
徳
堂
水
哉
館
先
哲

故
事
』
を
執
筆
、
こ
の
『
懐
徳
堂
水
哉
館
先
哲
故
事
』
を

活
用
し
て
西
村
は
『
懐
徳
堂
考
』
下
巻
を
執
筆
し
た
。
注

３
前
掲
の
拙
著
『
市
民
大
学
の
誕
生
―
大
坂
学
問
所
懐
徳

堂
の
再
興
―
』
参
照
。

（
10
）　

幸
田
成
友
は
、
明
治
三
十
五
年
（
一
九
〇
二
）
十
月

十
六
日
に
木
菟
麻
呂
を
訪
問
し
、
懐
徳
堂
関
係
資
料
の
実

見
を
行
っ
て
い
る
が
、
同
日
付
の
木
菟
麻
呂
の
日
記
『
秋

霧
記
』
に
は
、
幸
田
が
「
阪
地
ニ
在
リ
テ
岡
本
和
氏
ヨ
リ

仄
ニ
余
ノ
事
ヲ
聞
カ
レ
亦
其
兄
ナ
ル
露
伴
氏
ヨ
リ
余
ノ
此

地
ニ
在
ル
コ
ト
ヲ
聞
」
い
た
た
め
、
木
菟
麻
呂
を
訪
問
し

た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
木
菟
麻
呂
と
木
菟
麻
呂
の
所
蔵
す

る
懐
徳
堂
関
係
遺
書
の
情
報
は
、
東
京
に
住
む
幸
田
露
伴

に
も
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
露
伴
は
キ
リ
ス
ト

教
関
係
者
か
ら
情
報
を
得
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
が
、

他
に
も
情
報
が
伝
わ
っ
た
ル
ー
ト
が
存
在
し
た
も
の
と
推

測
さ
れ
る
。
な
お
、
明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
九
月

に
幸
田
成
友
が
自
費
で
五
百
部
出
版
し
た
『
懐
徳
堂
旧

記
』
の
序
文
に
は
、「
予
少
時
通
語
の
素
読
を
家
兄
に
承
け
、

ま
た
稍
長
じ
て
昔
々
春
秋
及
逸
史
を
読
み
、
大
阪
に
懐
徳

書
院
あ
り
、竹
山
履
軒
両
先
生
あ
る
を
知
れ
り
。」
と
あ
る
。

（
11
）　

明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）
二
月
十
八
日
付
『
黄
裳

斎
日
記
』
に
は
、「
時
事
」
と
し
て
、「
山
階
宮
晃
親
王
殿

下
ハ
去
一
月
中
旬
ノ
頃
ヨ
リ
御
風
邪
ノ
気
味
ニ
渡
ラ
セ
ラ

レ
半
井
安
藤
兩
國
手
ノ
診
ヲ
受
ケ
サ
セ
ラ
レ
御
療
養
中
漸

次
御
衰
弱
ニ
趣
カ
セ
ラ
レ
シ
所
御
養
生
相
叶
ハ
セ
ラ
レ
ズ

遂
ニ
昨
十
七
日
午
前
四
時
四
十
分
ヲ
以
テ
薨
去
遊
バ
サ
レ

タ
リ
御
年
ハ
八
十
三
御
病
状
ハ
黄
疸
ナ
リ
ト
承
ル
之
ニ
付

三
日
間
歌
舞
音
曲
ヲ
停
止
ス
ル
命
ア
リ
宮
中
ニ
テ
ハ
五
日

間
喪
ヲ
服
セ
ラ
ル
ヽ
ト
云
フ
（
中
略
）
余
ハ
此
ニ
於
テ
殿

下
ガ
懐
徳
書
院
ニ
寵
臨
セ
サ
セ
給
ヒ
シ
コ
ト
余
ガ
往
年
殿

下
ニ
謁
シ
テ
優
渥
ナ
ル
言
ヲ
賜
ハ
リ
シ
コ
ト
等
追
懐
シ
テ

轉
哀
悼
ノ
情
ニ
堪
ヘ
ズ
此
ニ
之
ヲ
記
シ
テ
聊
敬
悼
ノ
誠
ヲ

效
ス
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
12
）　

注
１
前
掲
の
中
井
木
菟
麻
呂
「
己
巳
残
愁
録
」
参
照
。

（
13
）　

木
菟
麻
呂
の
座
席
は
「
亀
ノ
間
」
に
指
定
さ
れ
て
い
た

が
、
木
菟
麻
呂
は
自
分
の
席
に
着
く
前
に
、
別
室
に
陳
列

さ
れ
て
い
た
重
野
へ
の
寄
贈
品
を
見
て
い
た
た
め
、
重
野

と
寿
宴
の
代
表
者
ら
が
「
亀
ノ
間
」
に
来
て
行
わ
れ
た
献

杯
に
間
に
合
わ
な
か
っ
た
。

（
14
）　

こ
の
重
野
の
寿
宴
に
は
西
村
時
彦
も
出
席
し
て
い

た
と
考
え
ら
れ
、『
碩
園
先
生
遺
集　

碩
園
先
生
文

集　

巻
二
』（
財
団
法
人
懐
徳
堂
記
念
会
、
昭
和
十
一
年

〔
一
九
三
六
〕
十
月
）
に
は
、明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）

洲
研
究
と
関
係
資
料
―
『
蘭
洲
遺
稿
』・『
鶏
肋
篇
』・『
浪

華
名
家
碑
文
集
』
に
つ
い
て
―
」（『
懐
徳
』
第
八
十
五
号
、

二
〇
一
七
年
）
参
照
。

（
５
）　
『
黄
裳
斎
日
記
』
全
十
一
冊
は
、
明
治
二
十
八
年

（
一
八
九
五
）
一
月
か
ら
明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
）

一
月
ま
で
の
木
菟
麻
呂
の
日
記
で
あ
る
。
木
菟
麻
呂
の

異
母
妹
・
終
子
の
養
子
で
あ
っ
た
新
田
和
子
氏
が
昭
和

五
十
四
年
（
一
九
七
九
）
に
大
阪
大
学
附
属
図
書
館
に
寄

贈
し
た
、
懐
徳
堂
文
庫
の
第
一
次
新
田
文
庫
資
料
の
一
つ

で
あ
る
。
池
田
光
子「
第
一
次
新
田
文
庫
暫
定
目
録
」（『
懐

徳
堂
セ
ン
タ
ー
報
』
二
〇
〇
四
、
大
阪
大
学
大
学
院
文
学

研
究
科
・
文
学
部
懐
徳
堂
セ
ン
タ
ー
、二
〇
〇
四
年
）
参
照
。

な
お
、
前
述
の
「
追
懐
遺
事
三
篇
」
に
お
い
て
、
木
菟
麻

呂
は
明
治
三
十
年
の
重
野
と
の
接
触
に
触
れ
て
い
な
い
。

（
６
）　

重
野
の
持
参
し
た
「
幽
人
先
生
ノ
猿
島
復
讐
圖
幅
」
と

類
似
し
て
い
る
と
い
う
中
井
家
所
蔵
の
も
の
は
、現
在「
解

子
伐
袁
図
」
と
し
て
懐
徳
堂
文
庫
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。

　
　

な
お
、
重
野
は
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
か
ら
明
治
四
年

（
一
八
七
一
）
ま
で
、
大
阪
本
町
に
家
塾
・
成
達
書
院
を
開

い
て
い
る
。
西
村
時
彦
「
成
斎
先
生
行
状
資
料
」（『
重
野

博
士
史
学
論
文
集
上
巻
』〔
雄
山
閣
、一
九
三
八
年
〕
所
収
）

参
照
。

（
７
）　
『
紫
煙
帖
』・『
緩
歩
帖
』・『
襄
陽
帖
』
は
、
い
ず
れ
も

石
庵
の
遺
墨
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
。
中
井
家
の
所
蔵
す

る
『
紫
煙
帖
』
は
、
明
和
元
年
（
一
七
六
四
）
に
石
庵
の

子
・
春
楼
が
刊
行
し
た
も
の
で
、
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）

十
月
に
木
菟
麻
呂
は
百
部
復
刻
し
て
い
る
。

（
８
）　

三
月
二
十
六
日
・
二
十
七
日
付
の
『
黄
裳
斎
日
記
』
に

よ
れ
ば
、木
菟
麻
呂
は
重
野
ら
に
よ
る
訪
問
の
前
日
に「
露

館
ニ
如
キ
テ
觀
覧
ニ
供
ス
ベ
キ
遺
書
類
并
ニ
竹
山
先
生
印

匣
等
ヲ
出
シ
事
務
所
ニ
置
キ
テ
帰
」
り
、
当
日
の
午
前
中

に
「
車
ヲ
雇
ヒ
テ
露
館
ニ
如
キ
昨
夕
事
務
所
ニ
預
ケ
置
タ

ル
圖
書
類
ヲ
携
ヘ
帰
」
っ
て
い
る
。
重
野
ら
が
実
見
を
希

望
し
た
資
料
を
、
保
管
し
て
い
た
場
所
か
ら
自
宅
へ
移
動

さ
せ
て
準
備
し
た
の
で
あ
る
。

（
９
）　
「
懐
徳
堂
遺
編
目
録
」
の
作
者
に
つ
い
て
、『
懐
徳
堂
考
』

上
巻
に
は
「
中
井
成
文
」（
成
文
は
木
菟
麻
呂
の
号
の
一

つ
）
で
あ
る
と
の
言
及
は
あ
る
が
、「
中
井
成
文
」
が
誰

か
は
説
明
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
下
巻
に
は
、

「
竹
山
の
著
述
は
、
其
の
孫
黄
裳
の
編
次
せ
し
懐
徳
堂
遺

編
目
録
に
見
え
た
る
が
（
後
略
）」
と
、
木
菟
麻
呂
を
竹

山
の
孫
と
す
る
誤
り
は
あ
る
も
の
の
、
説
明
が
加
え
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、『
懐
徳
堂
考
』
の
上
巻
と
下
巻

と
に
は
、
西
村
が
そ
れ
ぞ
れ
を
執
筆
に
あ
た
っ
て
用
い
た

資
料
に
大
き
な
違
い
が
あ
る
こ
と
が
関
係
し
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、「
は
じ
め
に
」
で
述
べ
た
通
り
、
木
菟
麻
呂
と

西
村
と
は
明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）
八
月
に
既
に
直

接
会
っ
て
い
る
の
だ
が
、
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）

二
月
に
大
阪
朝
日
新
聞
に
連
載
し
た
「
懐
徳
堂
研
究
其

一
」、つ
ま
り
『
懐
徳
堂
考
』
上
巻
の
連
載
執
筆
に
当
た
っ
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に
西
村
が
受
業
生
の
一
人
と
し
て
執
筆
し
た
「
成
斎
重

野
先
生
七
十
寿
序
」
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
西
村
は
明

治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
）
秋
、
大
阪
朝
日
新
聞
か
ら

東
京
朝
日
新
聞
の
主
筆
に
転
じ
た
が
、
明
治
三
十
年

（
一
八
九
七
）
十
一
月
か
ら
明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）

二
月
ま
で
清
国
を
訪
問
し
て
張
之
洞
ら
と
面
談
し
た
。
西

村
は
帰
国
後
も
東
京
朝
日
新
聞
に
勤
務
し
た
が
、
後
醍
院

良
正
『
西
村
天
囚
伝　

上
巻
』（
朝
日
新
聞
社
社
史
編
集
室
、

一
九
六
七
）
に
よ
れ
ば
、
西
村
の
渡
清
後
、
池
辺
三
山
が

東
京
朝
日
新
聞
の
主
筆
と
な
っ
て
い
た
こ
ろ
か
ら
、
西
村

に
は
「
も
は
や
社
説
に
筆
を
執
る
機
会
も
な
く
、
い
わ
ば

職
を
奪
わ
れ
た
格
好
に
な
っ
た
」。

（
15
）　

後
に
木
菟
麻
呂
は
「
己
巳
残
愁
録
」
に
お
い
て
、
明
治

二
十
六
年
（
一
八
九
三
）
に
「
重
建
懐
徳
堂
意
見
」
を
執

筆
し
て
懐
徳
堂
再
興
を
企
て
た
こ
と
に
つ
い
て
「
然
る
べ

き
後
援
者
も
な
く
、
方
法
も
極
め
て
拙
劣
で
あ
つ
た
」
と

述
べ
て
い
る
。
木
菟
麻
呂
が
そ
の
四
年
後
の
重
野
と
の
最

初
の
接
触
に
期
待
を
寄
せ
た
の
は
、
そ
う
し
た
反
省
を
踏

ま
え
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

（
16
）　

明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
十
月
に
懐
徳
堂
記
念
会

が
記
念
出
版
し
た
『
論
語
逢
原
』
に
つ
い
て
は
、
木
菟
麻

呂
が
翌
明
治
四
十
五
年
（
一
九
一
二
）
一
月
に
、
同
じ
紙

型
を
用
い
て
東
京
の
東
陽
堂
か
ら
出
版
し
て
い
る
。
拙
稿

「
二
つ
の
『
論
語
逢
原
』
―
懐
徳
堂
記
念
会
と
中
井
木
菟

麻
呂
―
」（『
懐
徳
』
第
七
十
九
号
、
二
〇
一
一
年
）
参
照
。

（
17
）　

重
野
に
続
い
て
、
明
治
三
十
五
年
（
一
九
〇
二
）
に
は

『
大
阪
市
史
』
の
編
纂
に
あ
た
っ
て
い
た
幸
田
成
友
が
木

菟
麻
呂
を
訪
問
し
、
中
井
家
の
所
蔵
す
る
懐
徳
堂
関
係
資

料
を
実
見
し
て
い
る
が
、
今
の
と
こ
ろ
、
重
野
の
実
見
と

幸
田
の
実
見
と
の
間
に
直
接
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す

資
料
は
確
認
で
き
な
い
。
し
か
し
、
二
人
の
実
見
に
は
関

係
が
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
推
測
さ
れ
る
。
注
10
参
照
。

（
島
根
大
学
学
術
研
究
院
教
育
学
系
教
授
）
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